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図１　西二葉町遺跡の位置 （明治 24 年旧陸軍地形測量部地
形図地形図 「名古屋」 より）

　名古屋市東区西二葉町遺跡は、江戸時代の犬山城主成瀬隼人正中屋敷が所在していたことで知られ

ている。これまでの２カ年の調査で、遺跡の構造や場の利用など、屋敷地に関する情報が整理されて

きた。一方で、犬山城白帝文庫所蔵の屋敷絵図をはじめ、屋敷地区画絵図など、さまさまな情報が整

理されている。本稿では、江戸時代に関するこれまでの調査成果の概要を振り返り、これら諸資料の

活用を検証し、合わせて出土遺物についても、ごく一部を紹介した。

西二葉町遺跡の調査からみえる
成瀬隼人正中屋敷の様相 川添和暁

1． はじめに

　考古学を学問的基盤とする埋蔵文化財調査

は、遺跡・遺構・遺物を研究対象とするもので

あり、時期・時代は特定されるものではない。

この研究手法の特性から、考古学の研究領域の

時代・地域が広がり続けていることは、現在、

多様な研究分野（専門分野）が言われている事

情からも理解できるところであろう。

　本稿で取りあげる西二葉町遺跡は、現在の愛

知県立明和高等学校の敷地内を含む範囲にあ

る。当地では繰り返しの土地利用に加えて、近

世以降、地図・図面などの記録が詳細に残され

ていることが特筆される。

　本稿では、特に近世の様相について、これま

で２カ年にわたって行われた調査成果をもと

に、当屋敷地の様相について、まとめたもので

ある。ここでは主に遺構や土層堆積状況からの

視点で遺跡を再検討する。出土遺物の総合的な

精査は、室内整理調査を経てはじめて明らかに

なるため、本稿では発掘調査時に特に目に付い

た遺物の紹介を行うこととする。

 2． 西二葉町遺跡について

　西二葉町遺跡は、名古屋市東区白壁に位置す

る遺跡で、その範囲は、県立明和高等学校敷地

から北東に鎮座する七尾天神社方面に広がる。

当地は特別史跡名古屋城跡および名古屋城三の

丸遺跡の東に位置しており、現地表の標高は

15.5m、名古屋台地が北側に向かって傾斜する

崖ぎわ付近に立地している（図１）。段丘縁辺

東側に向かって、東二葉町遺跡や長久寺遺跡、

片山神社遺跡などが知られており、後期旧石器

時代や縄文時代の遺構・遺物など先史時代から

のヒトの活動痕跡が認められる場所となってい

る。西二葉町遺跡に関しては、当初、遺跡範囲

は台地北縁区域のみであったが、これは吉田富

夫によって「古墳時代聚落址」とした二葉町遺

跡が該当するようである（伊藤 1999）。これと

は別に、明和高等学校敷地全体には成瀬隼人正

中屋敷が所在していたことが以前から知られて

いた。そのため、2023 年の愛知県埋蔵文化財

調査センターによる試掘調査の結果、遺跡が明

和高等学校敷地内一帯に広がっていることが判

明した。
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図３　西二葉町遺跡調査区位置図

 ３. 成瀬隼人正中屋敷に関する記録

　ここでは、文献史料について触れるところで

あるが、特に絵図について述べておきたい。本

稿の成瀬家屋敷地付近の様相を知る当地の絵図

には、（Ａ）屋敷地割りを示した絵図、（Ｂ）屋

敷建物自体の絵図の、大きく２種類が存在す

る。これらの絵図は、空間的情報に長けており、

とても有益な情報ではある。しかし、使用する

には適正な手続き・方法による補正作業が必ず

必要となるものであり、特に現在の地形図・地

図にはめ込み際は、慎重な検討を要する（松村

2007）。

　（Ａ）に関しては、名古屋市博物館による『名

古屋城下お調べ帳』がとても有効と思われる。

文化庁芸術拠点形成事業の一環で実施された研

究成果が公表されたもので、その学術的手続き

に基づいた作業は、信頼性が高い。この成果を

用いて、現在の都市計画図による、明和高等学

校用地付近の地割りを配置したのが、図２であ

る。この図に関わる詳細は、前稿を参考頂くと

して（川添 2026）、図２を見ると、西二葉町遺

跡における成瀬家の屋敷地区画が、次第に南

側・さらには南東方向に拡大をしている様に見

える。

　一方、筆者は機会あって、公益財団法人 犬

山城白帝文庫に所蔵されている、成瀬隼人正中

屋敷絵図の存在を確認し、そのデジタル化を試

みた（川添 2026）。この成瀬隼人正中屋敷絵図

は、表現されている構造の年代も、絵図の作成

年代も不明であるものの、18 世紀後半から幕

末期のものであることが推定される。先の論考

では、全体の形状と、建物部位構造、さらには

屋敷部屋名称と、発掘調査成果を勘案した補正

作業の上、屋敷地配置案を提示した。本稿でも

これを再度掲載し、再び発掘調査成果と照らし

合わせていくこととする。

 ４. 発掘調査成果から

　ここでは２カ年にわたる発掘調査成果をまと

めて概観していく。令和８年度現在、室内整理

調査は未着手であり、各遺構の詳細な時期的比

定はこれからの作業となる。ここでは、江戸自

体の遺構群の空間的な分布状況を主体として、

遺跡の様相について捉えることを主眼とする。

これまでの２年間の発掘調査成果は表１および

２のように示すことができる。

　遺跡の立地する地盤である熱田台地は、遺跡

範囲の西側ないしは南側では地表下の浅いレベ

ルでその表面に達し、北側ないしは東側に向か

うに従って、緩やかに傾斜している。この熱田

台地の傾斜に従って古墳時代・古代以降の活動

痕跡が堆積層として形成されているため、遺跡

範囲の北側ないしは東側では堆積層の状態が良

好に残されている。一方、熱田台地自体をみる

と、上位は黄褐色粘土層で下位になるに従って

緑色の硬砂層へと変遷していくが、24B 区の西

側ではより浅いレベルでこの緑色の硬砂層を見

ることができた。

　基本層序を近世の屋敷建物本体にほど近い

24Ba 区北壁東側でみると、舗装下の砕石（30cm）

下から、上からⅠ層：現代堆積層（20cm）、Ⅱ層：

灰褐色硬砂層（10cm）【近代もしくは江戸時代

堆積層】、Ⅲ層：褐色もしくは灰褐色砂層（60cm）

【近世整地層】、Ⅳ層：灰色〜黒色粘土層（20cm）

【古墳時代〜戦国期の耕作土・遺物包含層】、Ⅴ

層：にぶい黄褐色シルト・粘土層（10cm）【漸

移層】、Ⅵ層：黄褐色粘土層（熱田台地）【地山】

と整理できる。

　次に、この２カ年の調査成果のなかで、筆者

が特に注目していることをごく簡単に記載して
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　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 ○グランド客土 ○愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 ○小道の造成

近代 ○整地層 ○瓦溜まり、整地
層

○名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
○愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

○愛知県第一中学校学校
○校舎基礎

近世
後半

○柱穴、
○溝

○柱穴、
○溝

○整地層、
○常滑焼甕

埋設遺構

○柱穴、
溝、

○整地
層

○柱穴、
○土坑、

○溝、
○井戸、

○カマド跡、
○整地層

（貝ブロック）

○柱穴、
○土坑、

○常滑焼甕埋設遺構、
○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○常滑焼甕埋設遺
構、

○道状遺構、
○整地層 ○柱列、耕作

地

○井戸 ?
○解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

○柱穴、
○大型土坑（貝層）、

○井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

○溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代

活動面
（竪穴建物

跡か）
【須恵器・

土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

エリア
学校校内西 旧北館跡 東門 旧北館跡

北西端 北端 南側 北側 校舎基礎北隣接地 校舎基礎枠内 校舎基礎南隣接地

　　   区
   　面積

時代

25Ba 25Bb 25Aa 25Ab 25Cb 25Ca 25Ac 25Ah・
25Db 25Ad 25Ag 25Da 25Ae 25Af

202 ㎡ 200 ㎡ 140 ㎡ 507 ㎡ 55 ㎡ 55 ㎡ 452 ㎡ 460 ㎡ 485 ㎡ 480 ㎡ 30 ㎡ 150 ㎡ 430 ㎡

戦後

○グランド整地層、
○食堂関係廃棄土坑、
○愛知県第一高等女学校
校舎基礎跡、
○空襲焼土層

○愛知県第一高
等女学校校舎和
楽会館基礎跡、
○空襲後廃棄土
坑
○空襲焼土層

○復興住宅基礎、
○愛知県第一高等女学校
校舎、和楽会館関連施設
基礎跡、
○空襲焼土層

○空襲
後廃棄

土坑

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

○愛知県立明和高等学校旧北館基礎跡、
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、お

よび和楽会館基礎跡

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

近代 ○地下室（名帝大 ?）
○雨水排水路、枡 整地層 ○愛知県立第一中校舎基

礎跡 ○愛知県立第一中校舎基礎跡（講堂・渡り廊下など含む） 整地層 ○廃棄土坑群
（愛知一中）

近世
後半

○井戸、
○河原石を
列状に並べ

た溝状遺
構、

○柱穴

○井戸、
○柱穴、土

坑

○整地層、
○三和土による

池状遺構、
○陶管による導

水炉

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群、

○常滑焼甕埋設
遺構（水琴窟か）

○柱穴、
○大型
土坑群

○大型
土坑

○整地層、
○柱穴、土坑、

○大型土坑
群、

○布掘り溝
○築山、

○陶管による
導水炉、

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群

（地下室由来
か）、

○整地層、
○大型土坑、
○布掘り溝

○三和土で形作られた池状遺
構、導水施設、

○築山、大型樹木の植栽痕、

○大型
土坑群

（軒丸瓦
出土）

○築山、
大型樹木

の植栽痕、
○柱列（塀

or 柵列）

○柱列（塀 or
柵列）

近世
前半

○地下室由来の大型土坑
群、

○柱穴、

○焼塩壺廃棄土
坑

戦国期 区画溝
中世 溝 包含層
古代 遺物のみで遺構は未確認
古墳 遺物のみで遺構は未確認

備考 南半分は地山達
せず

表１　西二葉町遺跡 令和６年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 2025 より改変）

表２　西二葉町遺跡 令和７年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 ・ 柳原 2026 より改変）

おく。その際に、合わせて屋敷絵図との関係に

ついても適宜触れていく（図５〜７）。遺跡調

査写真に関しては、本稿に加えて年報の報告を

参考願いたい（川添 2025a、川添・柳原 2026）。

（１） 整地層 ・ 貝層

　Ⅲ層の江戸時代整地層は、砂層を主体として

おり、これにⅥ層熱田層由来の粘土あるいは

硬砂層が斑土となって多量に包含されていた。

200 年以上に渡って一度に埋められた訳ではな

く、例えば火災など焼失の度に整地・盛土がな

されたと考えられる。調査では、大型土坑とよ

ばれる遺構が多数見つかっている。この土坑を

埋める土が掘り方の容量以上に集められ、整地

層へと一体化している様子を各所で見ることが

できた。また、貝層の検出は、24 Ｂ区が多く、

24Ae 区や 25Ba 区でも確認できた。これらでは
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　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 ○グランド客土 ○愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 ○小道の造成

近代 ○整地層 ○瓦溜まり、整地
層

○名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
○愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

○愛知県第一中学校学校
○校舎基礎

近世
後半

○柱穴、
○溝

○柱穴、
○溝

○整地層、
○

埋設遺構

○柱穴、
溝、

○整地
層

○柱穴、
○土坑、

○溝、
○井戸、

○カマド跡、
○整地層

（貝ブロック）

○柱穴、
○土坑、

○
○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○
構、

○道状遺構、
○整地層 ○柱列、耕作

地

○井戸 ?
○解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

○柱穴、
○大型土坑（貝層）、

○井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

○溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代

活動面
（竪穴建物

跡か）
【須恵器・

土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

エリア
学校校内西 旧北館跡 東門 旧北館跡

北西端 北端 南側 北側 校舎基礎北隣接地 校舎基礎枠内 校舎基礎南隣接地

　　   区
   　面積

時代

25Ba 25Bb 25Aa 25Ab 25Cb 25Ca 25Ac 25Ah・
25Db 25Ad 25Ag 25Da 25Ae 25Af

202 ㎡ 200 ㎡ 140 ㎡ 507 ㎡ 55 ㎡ 55 ㎡ 452 ㎡ 460 ㎡ 485 ㎡ 480 ㎡ 30 ㎡ 150 ㎡ 430 ㎡

戦後

○グランド整地層、
○食堂関係廃棄土坑、
○愛知県第一高等女学校
校舎基礎跡、
○空襲焼土層

○愛知県第一高
等女学校校舎和
楽会館基礎跡、
○空襲後廃棄土
坑
○空襲焼土層

○復興住宅基礎、
○愛知県第一高等女学校
校舎、和楽会館関連施設
基礎跡、
○空襲焼土層

○空襲
後廃棄

土坑

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

○愛知県立明和高等学校旧北館基礎跡、
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、お

よび和楽会館基礎跡

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

近代 ○地下室（名帝大 ?）
○雨水排水路、枡 整地層 ○愛知県立第一中校舎基

礎跡 ○愛知県立第一中校舎基礎跡（講堂・渡り廊下など含む） 整地層 ○廃棄土坑群
（愛知一中）

近世
後半

○井戸、
○河原石を
列状に並べ

た溝状遺
構、

○柱穴

○井戸、
○柱穴、土

坑

○整地層、
○三和土による

池状遺構、
○陶管による導

水炉

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群、

遺構（水琴窟か）

○柱穴、
○大型
土坑群

○大型
土坑

○整地層、
○柱穴、土坑、

○大型土坑
群、

○布掘り溝
○築山、

○陶管による
導水炉、

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群

（地下室由来
か）、

○整地層、
○大型土坑、
○布掘り溝

○三和土で形作られた池状遺
構、導水施設、

○築山、大型樹木の植栽痕、

○大型
土坑群

（軒丸瓦
出土）

○築山、
大型樹木

の植栽痕、
○柱列（塀

or 柵列）

○柱列（塀 or
柵列）

近世
前半

○地下室由来の大型土坑
群、

○柱穴、

○焼塩壺廃棄土
坑

戦国期 区画溝
中世 溝 包含層
古代 遺物のみで遺構は未確認
古墳 遺物のみで遺構は未確認

備考 南半分は地山達
せず

表１　西二葉町遺跡 令和６年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 2025aより改変）

表２　西二葉町遺跡 令和７年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 ・ 柳原 2026 より改変）

おく。その際に、合わせて屋敷絵図との関係に

ついても適宜触れていく（図４〜７）。遺跡調

査写真に関しては、本稿に加えて年報の報告を

参考願いたい（川添 2025a、川添・柳原 2026）。

（１） 整地層 ・ 貝層

　Ⅲ層の江戸時代整地層は、砂層を主体として

おり、これにⅥ層熱田層由来の粘土あるいは

硬砂層が斑土となって多量に包含されていた。

200 年以上に渡って一度に埋められた訳ではな

く、例えば火災など焼失の度に整地・盛土がな

されたと考えられる。調査では、大型土坑とよ

ばれる遺構が多数見つかっている。この土坑を

埋める土が掘り方の容量以上に集められ、整地

層へと一体化している様子を各所で見ることが

できた。また、貝層の検出は、24 Ｂ区が多く、

24Ae 区や 25Ba 区でも確認できた。これらでは
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　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 ○グランド客土 ○愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 ○小道の造成

近代 ○整地層 ○瓦溜まり、整地
層

○名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
○愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

○愛知県第一中学校学校
○校舎基礎

近世
後半

○柱穴、
○溝

○柱穴、
○溝

○整地層、
○

埋設遺構

○柱穴、
溝、

○整地
層

○柱穴、
○土坑、

○溝、
○井戸、

○カマド跡、
○整地層

（貝ブロック）

○柱穴、
○土坑、

○
○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○
構、

○道状遺構、
○整地層 ○柱列、耕作

地

○井戸 ?
○解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

○柱穴、
○大型土坑（貝層）、

○井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

○溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代

活動面
（竪穴建物

跡か）
【須恵器・

土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

エリア
学校校内西 旧北館跡 東門 旧北館跡

北西端 北端 南側 北側 校舎基礎北隣接地 校舎基礎枠内 校舎基礎南隣接地

　　   区
   　面積

時代

25Ba 25Bb 25Aa 25Ab 25Cb 25Ca 25Ac 25Ah・
25Db 25Ad 25Ag 25Da 25Ae 25Af

202 ㎡ 200 ㎡ 140 ㎡ 507 ㎡ 55 ㎡ 55 ㎡ 452 ㎡ 460 ㎡ 485 ㎡ 480 ㎡ 30 ㎡ 150 ㎡ 430 ㎡

戦後

○グランド整地層、
○食堂関係廃棄土坑、
○愛知県第一高等女学校
校舎基礎跡、
○空襲焼土層

○愛知県第一高
等女学校校舎和
楽会館基礎跡、
○空襲後廃棄土
坑
○空襲焼土層

○復興住宅基礎、
○愛知県第一高等女学校
校舎、和楽会館関連施設
基礎跡、
○空襲焼土層

○空襲
後廃棄

土坑

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

○愛知県立明和高等学校旧北館基礎跡、
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、お

よび和楽会館基礎跡

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

近代 ○地下室（名帝大 ?）
○雨水排水路、枡 整地層 ○愛知県立第一中校舎基

礎跡 ○愛知県立第一中校舎基礎跡（講堂・渡り廊下など含む） 整地層 ○廃棄土坑群
（愛知一中）

近世
後半

○井戸、
○河原石を
列状に並べ

た溝状遺
構、

○柱穴

○井戸、
○柱穴、土

坑

○整地層、
○三和土による

池状遺構、
○陶管による導

水炉

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群、

遺構（水琴窟か）

○柱穴、
○大型
土坑群

○大型
土坑

○整地層、
○柱穴、土坑、

○大型土坑
群、

○布掘り溝
○築山、

○陶管による
導水炉、

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群

（地下室由来
か）、

○整地層、
○大型土坑、
○布掘り溝

○三和土で形作られた池状遺
構、導水施設、

○築山、大型樹木の植栽痕、

○大型
土坑群

（軒丸瓦
出土）

○築山、
大型樹木

の植栽痕、
○柱列（塀

or 柵列）

○柱列（塀 or
柵列）

近世
前半

○地下室由来の大型土坑
群、

○柱穴、

○焼塩壺廃棄土
坑

戦国期 区画溝
中世 溝 包含層
古代 遺物のみで遺構は未確認
古墳 遺物のみで遺構は未確認

備考 南半分は地山達
せず

表１　西二葉町遺跡 令和６年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 2025aより改変）

表２　西二葉町遺跡 令和７年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 ・ 柳原 2026 より改変）

おく。その際に、合わせて屋敷絵図との関係に

ついても適宜触れていく（図４〜７）。遺跡調

査写真に関しては、本稿に加えて年報の報告を

参考願いたい（川添 2025a、川添・柳原 2026）。

（１） 整地層 ・ 貝層

　Ⅲ層の江戸時代整地層は、砂層を主体として

おり、これにⅥ層熱田層由来の粘土あるいは

硬砂層が斑土となって多量に包含されていた。

200 年以上に渡って一度に埋められた訳ではな

く、例えば火災など焼失の度に整地・盛土がな

されたと考えられる。調査では、大型土坑とよ

ばれる遺構が多数見つかっている。この土坑を

埋める土が掘り方の容量以上に集められ、整地

層へと一体化している様子を各所で見ることが

できた。また、貝層の検出は、24 Ｂ区が多く、

24Ae 区や 25Ba 区でも確認できた。これらでは
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　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 ○グランド客土 ○愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 ○小道の造成

近代 ○整地層 ○瓦溜まり、整地
層

○名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
○愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

○愛知県第一中学校学校
○校舎基礎

近世
後半

○柱穴、
○溝

○柱穴、
○溝

○整地層、
○

埋設遺構

○柱穴、
溝、

○整地
層

○柱穴、
○土坑、

○溝、
○井戸、

○カマド跡、
○整地層

（貝ブロック）

○柱穴、
○土坑、

○
○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○
構、

○道状遺構、
○整地層 ○柱列、耕作

地

○井戸 ?
○解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

○柱穴、
○大型土坑（貝層）、

○井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

○溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代

活動面
（竪穴建物

跡か）
【須恵器・

土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

エリア
学校校内西 旧北館跡 東門 旧北館跡

北西端 北端 南側 北側 校舎基礎北隣接地 校舎基礎枠内 校舎基礎南隣接地

　　   区
   　面積

時代

25Ba 25Bb 25Aa 25Ab 25Cb 25Ca 25Ac 25Ah・
25Db 25Ad 25Ag 25Da 25Ae 25Af

202 ㎡ 200 ㎡ 140 ㎡ 507 ㎡ 55 ㎡ 55 ㎡ 452 ㎡ 460 ㎡ 485 ㎡ 480 ㎡ 30 ㎡ 150 ㎡ 430 ㎡

戦後

○グランド整地層、
○食堂関係廃棄土坑、
○愛知県第一高等女学校
校舎基礎跡、
○空襲焼土層

○愛知県第一高
等女学校校舎和
楽会館基礎跡、
○空襲後廃棄土
坑
○空襲焼土層

○復興住宅基礎、
○愛知県第一高等女学校
校舎、和楽会館関連施設
基礎跡、
○空襲焼土層

○空襲
後廃棄

土坑

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

○愛知県立明和高等学校旧北館基礎跡、
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、お

よび和楽会館基礎跡

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

近代 ○地下室（名帝大 ?）
○雨水排水路、枡 整地層 ○愛知県立第一中校舎基

礎跡 ○愛知県立第一中校舎基礎跡（講堂・渡り廊下など含む） 整地層 ○廃棄土坑群
（愛知一中）

近世
後半

○井戸、
○河原石を
列状に並べ

た溝状遺
構、

○柱穴

○井戸、
○柱穴、土

坑

○整地層、
○三和土による

池状遺構、
○陶管による導

水炉

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群、

遺構（水琴窟か）

○柱穴、
○大型
土坑群

○大型
土坑

○整地層、
○柱穴、土坑、

○大型土坑
群、

○布掘り溝
○築山、

○陶管による
導水炉、

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群

（地下室由来
か）、

○整地層、
○大型土坑、
○布掘り溝

○三和土で形作られた池状遺
構、導水施設、

○築山、大型樹木の植栽痕、

○大型
土坑群

（軒丸瓦
出土）

○築山、
大型樹木

の植栽痕、
○柱列（塀

or 柵列）

○柱列（塀 or
柵列）

近世
前半

○地下室由来の大型土坑
群、

○柱穴、

○焼塩壺廃棄土
坑

戦国期 区画溝
中世 溝 包含層
古代 遺物のみで遺構は未確認
古墳 遺物のみで遺構は未確認

備考 南半分は地山達
せず

表１　西二葉町遺跡 令和６年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 2025aより改変）

表２　西二葉町遺跡 令和７年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 ・ 柳原 2026 より改変）

おく。その際に、合わせて屋敷絵図との関係に

ついても適宜触れていく（図４〜７）。遺跡調

査写真に関しては、本稿に加えて年報の報告を

参考願いたい（川添 2025a、川添・柳原 2026）。

（１） 整地層 ・ 貝層

　Ⅲ層の江戸時代整地層は、砂層を主体として

おり、これにⅥ層熱田層由来の粘土あるいは

硬砂層が斑土となって多量に包含されていた。

200 年以上に渡って一度に埋められた訳ではな

く、例えば火災など焼失の度に整地・盛土がな

されたと考えられる。調査では、大型土坑とよ

ばれる遺構が多数見つかっている。この土坑を

埋める土が掘り方の容量以上に集められ、整地

層へと一体化している様子を各所で見ることが

できた。また、貝層の検出は、24 Ｂ区が多く、

24Ae 区や 25Ba 区でも確認できた。これらでは
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　　   区
   　面積

時代

24Aa 24Ab 24Ac 24Ad 24Ae 24Ba 24Bb 24Bc 24C 24D

10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 10 ㎡ 250 ㎡ 1,957 ㎡ 240 ㎡ 33 ㎡

戦後 ○グランド客土 ○愛知県立明和高等学校校舎基礎跡（旧本館など）
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、 ○小道の造成

近代 ○整地層 ○瓦溜まり、整地
層

○名古屋帝国大学学生食堂舎基礎　ほか
○愛知県第一中学校学校校舎跡（柱跡、地下構造物）

○愛知県第一中学校学校
○校舎基礎

近世
後半

○柱穴、
○溝

○柱穴、
○溝

○整地層、
○常滑焼甕

埋設遺構

○柱穴、
溝、

○整地
層

○柱穴、
○土坑、

○溝、
○井戸、

○カマド跡、
○整地層

（貝ブロック）

○柱穴、
○土坑、

○常滑焼甕埋設遺構、
○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○整地層

○柱穴、
○土坑、
○井戸、

○常滑焼甕埋設遺
構、

○道状遺構、
○整地層 ○柱列、耕作

地

○井戸 ?
○解体時堆積土

【家紋入り軒丸瓦、
犬山焼陶器など】

近世
前半

○柱穴、
○大型土坑（貝層）、

○井戸、整地層
【陶器、土師皿、焼塩壺、土人形、

銅製品、骨角器、
シカ骨などの動物遺存体】

柱穴、
大型土坑（貝層）、

地下室、
整地層

○溝・耕作地

戦国期 区画溝 区画溝 区画溝 区画溝 土坑
【天目茶碗】

中世 溝・耕作地 溝・耕作地 溝・耕作地

古代

活動面
（竪穴建物

跡か）
【須恵器・

土師器】

【須恵器・土馬】 【灰釉陶器椀】

古墳 【須恵器】

備考 地山
達せず 地山達せず

24Ca 区・
24Cb 区

地山達せず

エリア
学校校内西 旧北館跡 東門 旧北館跡

北西端 北端 南側 北側 校舎基礎北隣接地 校舎基礎枠内 校舎基礎南隣接地

　　   区
   　面積

時代

25Ba 25Bb 25Aa 25Ab 25Cb 25Ca 25Ac 25Ah・
25Db 25Ad 25Ag 25Da 25Ae 25Af

202 ㎡ 200 ㎡ 140 ㎡ 507 ㎡ 55 ㎡ 55 ㎡ 452 ㎡ 460 ㎡ 485 ㎡ 480 ㎡ 30 ㎡ 150 ㎡ 430 ㎡

戦後

○グランド整地層、
○食堂関係廃棄土坑、
○愛知県第一高等女学校
校舎基礎跡、
○空襲焼土層

○愛知県第一高
等女学校校舎和
楽会館基礎跡、
○空襲後廃棄土
坑
○空襲焼土層

○復興住宅基礎、
○愛知県第一高等女学校
校舎、和楽会館関連施設
基礎跡、
○空襲焼土層

○空襲
後廃棄

土坑

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

○愛知県立明和高等学校旧北館基礎跡、
○愛知県第一高等女学校校舎基礎跡、お

よび和楽会館基礎跡

○空襲後廃棄土坑、
○空襲焼土層

近代 ○地下室（名帝大 ?）
○雨水排水路、枡 整地層 ○愛知県立第一中校舎基

礎跡 ○愛知県立第一中校舎基礎跡（講堂・渡り廊下など含む） 整地層 ○廃棄土坑群
（愛知一中）

近世
後半

○井戸、
○河原石を
列状に並べ

た溝状遺
構、

○柱穴

○井戸、
○柱穴、土

坑

○整地層、
○三和土による

池状遺構、
○陶管による導

水炉

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群、

○常滑焼甕埋設
遺構（水琴窟か）

○柱穴、
○大型
土坑群

○大型
土坑

○整地層、
○柱穴、土坑、

○大型土坑
群、

○布掘り溝
○築山、

○陶管による
導水炉、

○整地層、
○柱穴、土坑、
○大型土坑群

（地下室由来
か）、

○整地層、
○大型土坑、
○布掘り溝

○三和土で形作られた池状遺
構、導水施設、

○築山、大型樹木の植栽痕、

○大型
土坑群

（軒丸瓦
出土）

○築山、
大型樹木

の植栽痕、
○柱列（塀

or 柵列）

○柱列（塀 or
柵列）

近世
前半

○地下室由来の大型土坑
群、

○柱穴、

○焼塩壺廃棄土
坑

戦国期 区画溝
中世 溝 包含層
古代 遺物のみで遺構は未確認
古墳 遺物のみで遺構は未確認

備考 南半分は地山達
せず

表１　西二葉町遺跡 令和６年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 2025 より改変）

表２　西二葉町遺跡 令和７年度調査の遺構 ・ 遺物 概要一覧 （川添 ・ 柳原 2026 より改変）

おく。その際に、合わせて屋敷絵図との関係に

ついても適宜触れていく（図５〜７）。遺跡調

査写真に関しては、本稿に加えて年報の報告を

参考願いたい（川添 2025a、川添・柳原 2026）。

（１） 整地層 ・ 貝層

　Ⅲ層の江戸時代整地層は、砂層を主体として

おり、これにⅥ層熱田層由来の粘土あるいは

硬砂層が斑土となって多量に包含されていた。

200 年以上に渡って一度に埋められた訳ではな

く、例えば火災など焼失の度に整地・盛土がな

されたと考えられる。調査では、大型土坑とよ

ばれる遺構が多数見つかっている。この土坑を

埋める土が掘り方の容量以上に集められ、整地

層へと一体化している様子を各所で見ることが

できた。また、貝層の検出は、24 Ｂ区が多く、

24Ae 区や 25Ba 区でも確認できた。これらでは
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西二葉町遺跡の調査からみえる成瀬隼人正中屋敷の様相●

0 100m(1/1,200)

N

水琴窟か

貝ブロック

戦国期那古野城関係の区画溝

三和土枠の井戸

イノシシorブタ上顎三和土枠による水溜

三和土枠の井戸

池状遺構①

池状遺構②

池状遺構③

築山①

築山②

築山③

築山④

柵列or塀
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貝種としてハマグリ・マガキ・サザエなどと、

内湾砂泥および岩礁性の貝種が多い。24Ad 区

Za でもアワビ殻が出土した。一方、25A 区東側

や 25Ab 区などで見つかった貝層ではヤマトシ

ジミが多い。

（２） 屋敷建物配置と構造

①建物の配置　屋敷建物の配置は、柱穴（ピッ

ト）の配列により窺い知ることができる。屋敷

建物本体の痕跡は、24 Ａ e 区・25 Ｂ区で集中

して見ることができる。この様子は図５のよう

に、絵図との対比が見て取れる。また、図６で

は屋敷建物の南端が確認されたところである

が、これも絵図との対比が無理なく認められ

る。当初からこの範囲が成瀬家中屋敷建物の位

置であっと考えられ、上述したように屋敷地範

囲が拡大した場合でも、その建物位置には大き

な変化がなかったと考えられる。

②柱痕跡　24 Ｂ区では、発掘調査で多く見

つかるピットは、掘り込みを深く持つもので、

Ⅲ層整地層上面でも下面でも確認された。遺構

底面には濃飛流紋岩による扁平な河原石の敷か

れている場合が多い（写真 3）。また 24 Ｂ区や

25 Ａ・Ｂ区では、布堀状の溝が見つかっている。

柱痕跡は溝底面で確認できるものもあれば、埋

土中に包含されている場合もある。

　なお、Ⅲ層近世整地層上やⅡ層近代整地層中

で、ごく浅い掘り込み内で濃飛流紋岩の扁平礫

がしばしば出土した。これらは、基本的には掘

り込みを有しない礎石建物構造を有していたと

考えられるもので、恐らく近世末の屋敷建物に

対応すると想定される。なお、25 Ｂ a 区では、

浅い溝状の落ち込みに沿って、やや小振りな扁

平礫が連なって出土した遺構が見つかっている。

これは、枕木状にした礎石の基礎であった可能

性が高い。

　なお、図５では、屋敷絵図の方向と屋敷建物

の柱方向に一致するところが多数認められる。

③カマド跡　24 Ａ e 区では、板石で囲われ

た火床が見つかった。この火床は断面Ｕ字状を

呈するもので、繰り返し同じ場所での設営・使

用により、著しい重複した状態で見つかってい

る。南側に隣接した大きな落ち込みも、このよ

うな火床の設営・使用がくり返された場所であ

る可能性が高い（写真 2）。

　図５にはカマド位置が図示されている。今回

の発掘調査で確認されたものに対応するものと

思われる。

④井戸　24Ｂ区および25Ａ・Ｂ区でまとまっ

て確認されているが、特に 25 Ｂ区での集中は

注目されるところである。今回の調査では、条

件が整わなかったことから、井戸底面まで掘削

できたものはごくわずかであった。

　井戸の多くは枠構造のない、いわゆる素掘り

井戸である。その中でも三和土によって井戸枠

が補強されているものが 25 Ａ区・25 Ｂ区のそ

れぞれ一基ずつ見つかっている。特に注目され

るものは、25 Ｂ区で見つかった井戸である（写

真 6）。この井戸は終戦直後の愛知県第一高等

女学校の学校基礎が重複している状態ではあっ

たが、井戸の埋土が埋まりきらず、調査時には

空洞が確認できた。このことから、設営は近世

であったとしても、近代以降になっても使用さ

れ続けた可能性が高いのではないかと考えられ

る。

（３） 屋敷地の範囲 ・ 区画 （南端 ・ 東端）

屋敷地の範囲を特定するには、溝あるいは

ピット列などで、柵列もしくは塀の存在を検討

することが考えられる。本稿では、屋敷地の南

端と東端の境について、見ていくこととする。

　図７では 24 Ｂ区南西端で、道状遺構を跨ぐ

ように柱列が東西方向に展開する様子が確認さ

れた。絵図とは少し位置が異なるものの、この

ラインが、ある段階の屋敷地南境であっ可能性

が高い。同様に、25 Ｃ b 区では南北方向に複

数条の柱列を確認することができている。建物

痕跡の可能性も否定はできないものの、ある一

時期の敷地の東境のラインであった可能性もあ

る。

（４） 屋敷地裏の景観

25 Ａ区・25 Ｃ区では　屋敷地裏の景観を見

ることができた。遺構の種類などから、大きく

二種類に分けられる。

①大型土坑群　25 Ａ区の東半分および 25

Ｃ b 区では、大型土坑群が群集しており、大き

な谷状地形が形成されているようにも見えるほ

どである。この落ち込みは整地層で埋められ、

盛土状態にもなっていたところで、出土遺物も

多い。落ち込みの掘り方を見ると、直線的な形
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状を呈する場面が多く、人為的活動によって掘

られたことが分かる。落ち込みの底面がさまざ

まなレベルではあるが。平坦面形成しているこ

と、さらには底面に柱状の痕跡が認められるも

のがあることなどから（写真 7）、本来は地下

室などとして機能していたものが、機能終了期

に廃棄土坑化した可能性が高い。

　②庭景観　今回の調査では、（a）池状遺構、

（b）築山、（c）大きな植生痕などが確認できて

おり、庭園が存在していたことが明らかとなっ

た。この情報は、絵図では空白となっていた部

分であり、考古学による発掘調査によって明ら

かになったことである。弧状に遊水が巡る池状

遺構①（写真 11・12）と隣接して見つかった

池状遺構②（写真 13）は、検出レベルや層位

的な上下関係があるものの、空間位置が背反的

であることが、実は同時に機能していた段階が

あった可能性も考えられる。

　絵図との対応関係で見ると、図６左端におい

て、絵図での屋敷建物本体の東端と池状遺構①

が隣接している様子を見ることができる。この

ような景観の場面が一時期あった可能性も考え

られるかもしれないが、この屋敷建物東端に相

当する柱列は、発掘調査では明瞭に確認するこ

とはできなかった。

　一方、池状遺構③は、深い掘り方をもつ遺構

で、東側からの導水路が見つかっている（写真

9）。絵図との対応関係で見ると、屋敷建物本体

の中に位置しながらも、区画の場所としては

「庭」に当たることが分かる（図５）。このこと

から当地は箱庭のような場所であった可能性も

考えられるところである。

（５） 三和土による舗装

　今回の調査では、特に水周りのところで、顕

著な三和土の使用が確認された。使用が確認さ

れたところは、池状遺構、井戸枠である。その

他、25 Ｂ a 区では、使用済の三和土片を排水

路内に入れて、暗渠構造をなしているものも

あった。

（６） 成瀬家屋敷地前の様相

　成瀬家前の土地利用は、考古学的情報とし

てもあまり顕著ではない。その中でも、24 Ａ e

区と 25 Ａを横断する形で見つかった、戦国期

の大溝は注目されるところである。那古野城関

係の遺構と考えられるが、軸線は東西方向で直

線的である。

 ５. 出土遺物について

　出土遺物には、陶器・磁器・土器のほか、瓦

片の出土が多い。土人形のほか、銭・杓子・煙

管などの銅製品、骨角器の出土もあった。遺物

は、大型土坑内への廃棄が最も多いため、24B

区に加えて、25Ab 区東側・25Ag 区・25Ah 区で

の遺物出土が多い。今回、令和６（2024）年度

出土の陶器・土器資料を中心に、出土資料の紹

介をごく簡単にしておく。

（１)24 Ｂ区出土遺物

　１は美濃・灰釉擂絵丸碗である。器外面には

対向する側の両面に擂絵による梅が描かれてい

る。口径 11.1cm、器高 7.3cm である。口縁下

端にわずかな欠損があり、その欠損部と底部外

面には炭化物による黒色化が認められる。灯明

皿として使用されたものと考えられる。18 世

紀前半に属する。

　２は瀬戸・梅文碗である。丸みを帯びた器形

の碗で、器外面には対向する側の両面に梅が描

かれている。口径 10.0cm、器高 6.2cm である。

この文様は皿に施されることが多く、碗に施さ

れているものは珍しい。18 世紀後半に属する。

　３は瀬戸・腰錆茶碗である。胴部と底部境の

屈曲が著しく、胴部下半には細かな凹凸が連

続している。口径 10.2cm、器高 7.1cm である。

17 世紀後半に属する。

　４は瀬戸・御室茶碗である。口縁部が一部欠

損しているものの、径 12.4cm、器高 8.0cm で、

大型で茶立用と考えられる。17 世紀末〜 18 世

紀初頭に属する。

　５は瀬戸・尾呂茶碗である。全体に飴釉が施

されており、口縁外面には、縦に白色の筋状

の釉が短い長さで帯状に展開する。17 世紀第

４四半期〜 18 世紀にかけてのものである。

　６は瀬戸・御室茶碗である。口縁部が一部欠

損しているものの、径 6.5cm、器高 4.3cm で、

４に比べて小型であるこが分かる。17 世紀中

頃に属する。

　７は瀬戸・筒形香炉である。径 10.8cm、器

高 7.0cm で、口縁部が２分の１程度大きく欠失
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高 7.0cm で、口縁部が２分の１程度大きく欠失
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している。この大きな欠失は当時の使用時には

すでにこの状態であったと考えられ、かつ残存

している口縁部もその外・内端部にはツブれた

ような細かい痕跡が連続して確認される。口縁

端部と内面には炭化物による黒色化の痕跡が認

められる。以上のことから、キセルなどの灰落

としや火入れ容器として使用された可能性があ

る。17 世紀末に属する。

　８は瀬戸・水注で、耳部のみが欠損している。

鉄釉が施されているもので、注口部の長さは

2cm弱で、胴部最大径10.5cm、器高8.2cmである。

17 世紀前半に属するもので、西二葉町遺跡出

土の近世陶器の中では最古相のものといえる。

　９は瀬戸・灰釉皿である。底面には重ね焼

きの痕跡が残されているもので、口径 13.2cm、

器高 3.5cm である。17 世紀後半～ 18 世紀前半

に属するものか。

　10・11 は土師皿である。製作はいずれ回転

ロクロによるもので、10 は口径 9.6cm、器高

2.0cm、11 は口径 11.6cm、器高 2.3cm で、11 の

法量が若干大きい。10・11 ともに口縁端部に

細かい欠損があり、その部分を中心に炭化物に

よる黒色化が認められる。西二葉町遺跡では、

土師皿がまとまって出土しているものの、この

ような欠損および器面黒色化を呈しているもの

が多く、灯明皿としての使用が主体であったと

考えられる。17 世紀～ 18 世紀前半に属するも

のと考えられる。

　12 は美濃・灯明皿【油皿】である。錆釉が

施されているもので、口縁部外面には縦 1cm・

横２cm 程度の粘土の貼付があり、底部内面に

は重ね焼きに伴う窯道具の痕跡が認められる。

口径 10.6cm、器高 2.5cm である。18 世紀中頃

に属する。

　13 は美濃・灯明皿【受皿】である。これも

錆釉が施されているものであ。内面側には口

縁端部より２cm ほど内側に帯状の突起が巡り、

一部分に切目が存在する。これらは 12 のよう

な油皿を受けるための構造と考えられる。12

同様に 18 世紀中頃に属するもので、灯明皿が

器種としての成立した時期のものと考えられ

る。

　14 は肥前・小皿で、磁器である。外面と底

面に、いわゆるコンニャク印判による文様が施

されており、外面下の高台付近にも横横走する

線が３条展開する。口縁部が欠損しているもの

の、口径 9.4cm、器高 2.5cm である。17 世紀後

半〜末にかけてのものである。

　15・16 は、美濃・摺絵紙油壺である。やや

扁平な器形で、底部には高台が付く。15 は完

形で、頸部から胴部上半に擂絵により草木が表

現されている。最大径 8.4cm、器高 6.9cm であ

る。16 は口縁部のみが２分の１欠損しており、

最大径 8.4cm、器高 7.2cm である。
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している。この大きな欠失は当時の使用時には

すでにこの状態であったと考えられ、かつ残存

している口縁部もその外・内端部にはツブれた

ような細かい痕跡が連続して確認される。口縁

端部と内面には炭化物による黒色化の痕跡が認

められる。以上のことから、キセルなどの灰落

としや火入れ容器として使用された可能性があ

る。17 世紀末に属する。

　８は瀬戸・水注で、耳部のみが欠損している。

鉄釉が施されているもので、注口部の長さは

2cm弱で、胴部最大径10.5cm、器高8.2cmである。

17 世紀前半に属するもので、西二葉町遺跡出

土の近世陶器の中では最古相のものといえる。

　９は瀬戸・灰釉皿である。底面には重ね焼

きの痕跡が残されているもので、口径 13.2cm、

器高 3.5cm である。17 世紀後半～ 18 世紀前半

に属するものか。

10・11 は土師皿である。製作はいずれ回転

ロクロによるもので、10 は口径 9.6cm、器高

2.0cm、11 は口径 11.6cm、器高 2.3cm で、11 の

法量が若干大きい。10・11 ともに口縁端部に

細かい欠損があり、その部分を中心に炭化物に

よる黒色化が認められる。西二葉町遺跡では、

土師皿がまとまって出土しているものの、この

ような欠損および器面黒色化を呈しているもの

が多く、灯明皿としての使用が主体であったと

考えられる。17 世紀～ 18 世紀前半に属するも

のと考えられる。

12 は美濃・灯明皿【油皿】である。錆釉が

施されているもので、口縁部外面には縦 1cm・

横２cm 程度の粘土の貼付があり、底部内面に

は重ね焼きに伴う窯道具の痕跡が認められる。

口径 10.6cm、器高 2.5cm である。18 世紀中頃

に属する。

13 は美濃・灯明皿【受皿】である。これも

錆釉が施されているものであ。内面側には口

縁端部より２cm ほど内側に帯状の突起が巡り、

一部分に切目が存在する。これらは 12 のよう

な油皿を受けるための構造と考えられる。12

同様に 18 世紀中頃に属するもので、灯明皿が

器種としての成立した時期のものと考えられ

る。

14 は肥前・小皿で、磁器である。外面と底

面に、いわゆるコンニャク印判による文様が施

されており、外面下の高台付近にも横横走する

線が３条展開する。口縁部が欠損しているもの

の、口径 9.4cm、器高 2.5cm である。17 世紀後

半〜末にかけてのものである。

15・16 は、美濃・摺絵紙油壺である。やや

扁平な器形で、底部には高台が付く。15 は完

形で、頸部から胴部上半に擂絵により草木が表

現されている。最大径 8.4cm、器高 6.9cm であ

る。16 は口縁部のみが２分の１欠損しており、

最大径 8.4cm、器高 7.2cm である。
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している。この大きな欠失は当時の使用時には

すでにこの状態であったと考えられ、かつ残存

している口縁部もその外・内端部にはツブれた

ような細かい痕跡が連続して確認される。口縁

端部と内面には炭化物による黒色化の痕跡が認

められる。以上のことから、キセルなどの灰落

としや火入れ容器として使用された可能性があ

る。17 世紀末に属する。

　８は瀬戸・水注で、耳部のみが欠損している。

鉄釉が施されているもので、注口部の長さは

2cm弱で、胴部最大径10.5cm、器高8.2cmである。

17 世紀前半に属するもので、西二葉町遺跡出

土の近世陶器の中では最古相のものといえる。

　９は瀬戸・灰釉皿である。底面には重ね焼

きの痕跡が残されているもので、口径 13.2cm、

器高 3.5cm である。17 世紀後半～ 18 世紀前半

に属するものか。

10・11 は土師皿である。製作はいずれ回転

ロクロによるもので、10 は口径 9.6cm、器高

2.0cm、11 は口径 11.6cm、器高 2.3cm で、11 の

法量が若干大きい。10・11 ともに口縁端部に

細かい欠損があり、その部分を中心に炭化物に

よる黒色化が認められる。西二葉町遺跡では、

土師皿がまとまって出土しているものの、この

ような欠損および器面黒色化を呈しているもの

が多く、灯明皿としての使用が主体であったと

考えられる。17 世紀～ 18 世紀前半に属するも

のと考えられる。

12 は美濃・灯明皿【油皿】である。錆釉が

施されているもので、口縁部外面には縦 1cm・

横２cm 程度の粘土の貼付があり、底部内面に

は重ね焼きに伴う窯道具の痕跡が認められる。

口径 10.6cm、器高 2.5cm である。18 世紀中頃

に属する。

13 は美濃・灯明皿【受皿】である。これも

錆釉が施されているものであ。内面側には口

縁端部より２cm ほど内側に帯状の突起が巡り、

一部分に切目が存在する。これらは 12 のよう

な油皿を受けるための構造と考えられる。12

同様に 18 世紀中頃に属するもので、灯明皿が

器種としての成立した時期のものと考えられ

る。

14 は肥前・小皿で、磁器である。外面と底

面に、いわゆるコンニャク印判による文様が施

されており、外面下の高台付近にも横横走する

線が３条展開する。口縁部が欠損しているもの

の、口径 9.4cm、器高 2.5cm である。17 世紀後

半〜末にかけてのものである。

15・16 は、美濃・摺絵紙油壺である。やや

扁平な器形で、底部には高台が付く。15 は完

形で、頸部から胴部上半に擂絵により草木が表

現されている。最大径 8.4cm、器高 6.9cm であ

る。16 は口縁部のみが２分の１欠損しており、

最大径 8.4cm、器高 7.2cm である。
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西二葉町遺跡の調査からみえる成瀬隼人正中屋敷の様相●

　17 は焼塩壺の身で、直立の筒状を呈する。

口縁端部外面は指オサエのために凹んでおり、

対応する内側では凸状に張り出す形状となって

いる。器面調整は板ナデと指オサエであり、口

径 6.7cm・器高 10.1cm で、器厚は 1 〜 1.1cm を

測る。表面には刻印「天下一堺ミなと　藤左衛

門」とあることから、17 世紀中頃のものと考

えられる。

　18 も焼塩壺の身で、直立の筒状を呈する。

一方に偏った形状を呈しており、底部や器壁

の粘土の輪積みの様子を見ることができる。底

面には、モミガラの痕跡が確認される。口径

6.5cm・器高 9.0cm で、器厚は最大 1.5cm を測る。

これは刻印のないものであるが、17 世紀代中

から後半のもの考えられる。

　19 は焼塩壺の蓋である。粘土板の端部を折

り曲げなど、手ずくねによる製作である。径

6.4cm・器高 1.8cm である。これも 17 世紀代中

から後半のもの考えられる。

　20 は陶製狛犬である。像は粘土積み上げの

中空の作りとなっている。後髪の渦巻を含め

て、頭部の立体装飾は丁寧に作られている。頭

部には鉄釉が、胴部には白色気味の灰釉が施さ

れており、左前脚根元や背中には渦文の装飾も

認められる。頭部と胴部前半のみの残存であ

る。残存で、長さ 7.9cm・幅 7.5cm・高さ 9.9cm

を測る。19 世紀代のものと考えられる。

　21 は四肢をもつ動物形土製品で、手づくね

による製作である。顔部と四肢、そして尾の部

分が欠損しているものの、尾が立つ形状であっ

たと考えられることから、イヌを象った可能性

が高い。残存で、長さ6.5cm・幅2.0cm・高さ3.5cm

を測る。17 世紀後半〜 18 世紀のものと思われ

る。

　22 は土製の形象物である。粘土板の型には

めて作られたもので、側面には製作時の粘土の

はみ出しが稜線状に残る。形状物は三体あり、

毛並みや形状から、三猿を表現したものと考え

られる。現存で、縦 3.3cm・横 4.6cm・厚さ 2.1cm

を測る。

　23 は骨製の刺突具形状のものである。断面

形状は扁平で、欠損している端部側は膨らむ形

状と考えられ、ヘアピンの可能性が高い。現存

で、縦 10.0cm・横 0.6cm・厚さ 0.4cm を測る。

（２） 24 Ｄ区出土遺物

24 は犬山焼・絵皿である。貼付高台をもつ

皿で、内外面に赤絵による植物などの装飾、

内面には寿の異字体が記されている。復元径

11.2cm・器高 3.4cm を測る。19 世紀前半代と

考えられる。

　25 は家紋入の軒丸瓦である。径の２分の１

弱の残存であるが、「丸に片喰紋」の成瀬家紋

が施されているものは、この２カ年の調査の中

で今までのところ唯一のものとなっている。

（３） 25 Ａ区 ・ Ｃ区出土遺物

26 は瀬戸・浅碗である。全面に灰釉が施さ

れているものであるが、内部底面には記号もし

くは花押とおぼしきものが鉄釉で表現されてい

る。これは焼成前に施されていた。一方で、底

面裏には「茶」字が施されており、これは焼成

後の墨書である。径 11.7cm・器高 4.5cm である。

　27 は瀬戸・碗の底部片である。胴部には鉄

釉が施されているもので、幅 1cm ほどの広い貼

付高台に「赤鬼伊右衛門茶□」との墨書が施さ

れている。18 世紀代と思われる。

　28 は五号徳利の底部で、底面には貼付高台

が付く。外面には鉄釉が施されている。復元最

大径 11.4cm・残存高 4.1cm を測る。底面には、

延享四年銘の墨書が記されている。

　29 は焼塩壺の身である。口縁部側が幅広の

植木鉢状で、口縁部外面には蓋がはまるように

段が施されている。大きな粘土板をロール状に

巻き、底部側に粘土を当てて形作られおり、外

面にはユビナデ、内面および底面には板ナデの

婚儀がよく残る。胴部には「泉湊伊織」の刻印

があるもので、18 世紀中頃のものと思われる。

口径 7.3cm・器高 8.5cm を測る。

　30 は焼塩壺の蓋である。丸く扁平な粘土板

の側面に別の粘土を帯状に貼り付けて作られて

いるもので、内面には布目痕が残されている。

径 8.3cm・器高 1.7cm を測る。出土遺構から 18

世紀中頃のものと思われる。

　31 も焼塩壺の蓋である。作りは 30 と同様で

あるが、表面に「泉州□□」の刻印がある。復

元径 1.9cm・器高 1.6cm を測る。18 世紀代と思

われる。

　32 は石（泥岩）製硯である。よく使用され

たもので、表面の磨滅度が著しい。裏面には刻
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書があり、「東塚町　右茶屋　すずり」とある。

出土遺構から 18 世紀代と思われる。

　33 は犬山焼・絵皿である。２分の１のみの

残存であるが、推定口径 22.0cm、器高 3.8cm

を測る。外内面に赤絵によるさまざまな文様が

描かれているが、器面全体には薄青色の発色が

認められる。また、口縁端部を見ると規則正い

間隔で欠損の痕跡があり（図黒矢印）、意図的

な打ち欠きが行われた可能性が高い。また、一

端部には敲打痕が集中しており、切断がなされ

た可能性がある（図白矢印）。18 世紀代に属す

るものと考えられる。

　34 は美濃系・徳利である。器面には灰釉が

施されているもので、頸部と胴部上半、また胴

部上半と胴部下半で強い稜線が形成されるもの

で、胴部中頃から下半に向かって斜方向の筋が

特徴的に付けられている。ロクロ整形後に三ヶ

所から強く押されており、上面観は三角形状を

呈するようになっている。最大径 8.8cm、器高

19.7cm を測る。

　35 は風炉である。最大径 24.5ccm・器高

15.2cm を測る。外面には灰釉が掛けられてい

るものの、口縁部がそのまま残存しているとこ

ろは限定的である。破断面はあれており、継続

して使用されていた様子が認められる。

（４） 小結

出土遺物に関して、現段階で特徴的なことを

まとめておく。

①大型土坑などからの出土遺物に関して、24

Ｂ区は 17 世紀代のものが多く、25 Ａ区では 18

世紀代のものが多い。これは焼塩壺の出土状

況を見ると明確に確認できるところであり、25

区に関しては、25Aa 区で 17 世紀代の焼塩壺が

まとまって出土した。一方、25 Ａ区東側や 25

Ｃ b 区では、18 世紀代の焼塩壺でほほ固まっ

ている状況であった。

② 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、墨書・刻書の資

料が目立つ傾向にある。銘の内容は、茶に関わ

るものが多い。

③ 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、さまざまな陶器

が出土しているものの、茶道に対応しているも

のが多いようである。茶碗や風炉などがそれに

当たる。銘の内容をみても、茶に関わることが

多いといえる。

謝辞

　本稿を草するに際して、以下の機関および

方々からご教示・ご配慮を賜った。記して謝意
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書があり、「東塚町　右茶屋　すずり」とある。

出土遺構から 18 世紀代と思われる。

33 は犬山焼・絵皿である。２分の１のみの

残存であるが、推定口径 22.0cm、器高 3.8cm

を測る。外内面に赤絵によるさまざまな文様が

描かれているが、器面全体には薄青色の発色が

認められる。また、口縁端部を見ると規則正い

間隔で欠損の痕跡があり（図黒矢印）、意図的

な打ち欠きが行われた可能性が高い。また、一

端部には敲打痕が集中しており、切断がなされ

た可能性がある（図白矢印）。18 世紀代に属す

るものと考えられる。

34 は美濃系・徳利である。器面には灰釉が

施されているもので、頸部と胴部上半、また胴

部上半と胴部下半で強い稜線が形成されるもの

で、胴部中頃から下半に向かって斜方向の筋が

特徴的に付けられている。ロクロ整形後に三ヶ

所から強く押されており、上面観は三角形状を

呈するようになっている。最大径 8.8cm、器高

19.7cm を測る。

35 は風炉である。最大径 24.5ccm・器高

15.2cm を測る。外面には灰釉が掛けられてい

るものの、口縁部がそのまま残存しているとこ

ろは限定的である。破断面はあれており、継続

して使用されていた様子が認められる。

（４） 小結

　出土遺物に関して、現段階で特徴的なことを

まとめておく。

　①大型土坑などからの出土遺物に関して、24

Ｂ区は 17 世紀代のものが多く、25 Ａ区では 18

世紀代のものが多い。これは焼塩壺の出土状

況を見ると明確に確認できるところであり、25

区に関しては、25Aa 区で 17 世紀代の焼塩壺が

まとまって出土した。一方、25 Ａ区東側や 25

Ｃ b 区では、18 世紀代の焼塩壺でほほ固まっ

ている状況であった。

② 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、墨書・刻書の資

料が目立つ傾向にある。銘の内容は、茶に関わ

るものが多い。

③ 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、さまざまな陶器

が出土しているものの、茶道に対応しているも

のが多いようである。茶碗や風炉などがそれに

当たる。銘の内容をみても、茶に関わることが

多いといえる。

謝辞

　本稿を草するに際して、以下の機関および

方々からご教示・ご配慮を賜った。記して謝意

を表する次第である。

　愛知県立明和高等学校、愛知県立明和高等学
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書があり、「東塚町　右茶屋　すずり」とある。

出土遺構から 18 世紀代と思われる。

33 は犬山焼・絵皿である。２分の１のみの

残存であるが、推定口径 22.0cm、器高 3.8cm

を測る。外内面に赤絵によるさまざまな文様が

描かれているが、器面全体には薄青色の発色が

認められる。また、口縁端部を見ると規則正い

間隔で欠損の痕跡があり（図黒矢印）、意図的

な打ち欠きが行われた可能性が高い。また、一

端部には敲打痕が集中しており、切断がなされ

た可能性がある（図白矢印）。18 世紀代に属す

るものと考えられる。

34 は美濃系・徳利である。器面には灰釉が

施されているもので、頸部と胴部上半、また胴

部上半と胴部下半で強い稜線が形成されるもの

で、胴部中頃から下半に向かって斜方向の筋が

特徴的に付けられている。ロクロ整形後に三ヶ

所から強く押されており、上面観は三角形状を

呈するようになっている。最大径 8.8cm、器高

19.7cm を測る。

35 は風炉である。最大径 24.5ccm・器高

15.2cm を測る。外面には灰釉が掛けられてい

るものの、口縁部がそのまま残存しているとこ

ろは限定的である。破断面はあれており、継続

して使用されていた様子が認められる。

（４） 小結

　出土遺物に関して、現段階で特徴的なことを

まとめておく。

　①大型土坑などからの出土遺物に関して、24

Ｂ区は 17 世紀代のものが多く、25 Ａ区では 18

世紀代のものが多い。これは焼塩壺の出土状

況を見ると明確に確認できるところであり、25

区に関しては、25Aa 区で 17 世紀代の焼塩壺が

まとまって出土した。一方、25 Ａ区東側や 25

Ｃ b 区では、18 世紀代の焼塩壺でほほ固まっ

ている状況であった。

　② 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、墨書・刻書の資

料が目立つ傾向にある。銘の内容は、茶に関わ

るものが多い。

　③ 25 Ａ区・25 Ｃ b 区では、さまざまな陶器

が出土しているものの、茶道に対応しているも

のが多いようである。茶碗や風炉などがそれに

当たる。銘の内容をみても、茶に関わることが

多いといえる。

謝辞

　本稿を草するに際して、以下の機関および

方々からご教示・ご配慮を賜った。記して謝意

を表する次第である。
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西二葉町遺跡の調査からみえる成瀬隼人正中屋敷の様相●

写真 1　２4Ba 区 地下室 【659SK】 （北西より） 写真２　２4Ae 区カマド 【1152SL ほか】 （東より） 

写真３　２5Ba 区南壁柱列 【4105SP ほか】 （北より） 写真４　２5Ba 区南壁柱列 【4105SP ほか】 （北より） 

写真５　２5Ac 区陶管水路 【6228SD】 （西より） 写真６　２5Ba 区三和土枠井戸 【4199SE】 （南より） 

写真７　２5Ah 区大型土坑・地下室 【5470SK ほか】 （南東より） 写真８　２5Cb 区大型土坑遺物出土 【3028SK】 （南より） 
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写真９　２5Aa 区池状遺構③ 【6060SG】 （南西より） 写真 10　２5Ac 区三和土枠水溜 【6260SK】 （南西より） 

写真 11　２5Ad 区池状遺構①三和土枠水路 【6182SD】 （南
西より） 

写真 12　２5Ad 区池状遺構①三和土枠 【6359SG】
（東より） 

写真 13　２5Ad 区池状遺構② 【6171SG】 （南より） 写真 14　２5Ac 区築山① 【6365SM】 （東より） 

写真 15　２5Ac 区築山② 【6373SM】 （北より） 写真 16　２5Ac 区築山④ ・ 植栽痕 【6114SK ほか】
（北東より） 
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